
45.0

55.0

65.0

75.0

61.5
64.4

69.2

53.0
（47位）

56.5
（47位）

62.8
（47位）

目指す姿

主な戦略と戦略目標

平成32（2020）年度中に、女性の就業率（20～64歳）の全国平均を目指し
ます。

仕事と子育ての両立を支援し、理想の子ども数を
持てるようにします。

子どもと女性を暴力から守り、困難を抱える
子ども・女性を支援します。

女性の潜在的労働力を活かし、就業率向上を目
指します。

女性の潜在的労働力を活かし、就業率向上を目
指します。

（％）

（年）

国勢調査（総務省）

H17 H22 H27

女性の就業率（20～64歳）

県内企業で働く先輩女性の話を聞く女子大生
（女子大学生ワーク＆ライフEXPO）

主担当部局：こども・女性局

第１子出産前後の女性の継続就業率

平成31（2019）年度

%55.0
平成25（2013）年度

%39.6
目標

管理的職業従事者における女性の割合

平成32（2020）年度

%20.0
平成24（2012）年

%12.1
目標

保育所入所待機児童がいる市町村数※

平成31（2019）年度

市町村 0
平成28（2016）年

市町村７
目標

県への児童虐待通告における
最重度・重度の割合※

平成31（2019）年度

%以下1.0
平成27（2015）年

%1.7
目標

女性の活躍の促進、結婚・子育ての支援、
児童虐待防止
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目指す姿

主な戦略と戦略目標

県民アンケート調査における医療に対する県民の満足度のポイント
（急病時に診てもらえる医療機関があること）及び福祉に対する県民の満足
度のポイント（高齢者やその家族が住み慣れた地域で適切な介護サービスを受け
られること）を毎年度向上させます。

介護サービス基盤の整備や地域包括ケアシステムの
構築・深化により、高齢者が生きがいを持って
安心して暮らすことができるようにします。

国民健康保険の県単位化や地域医療構想等の関連
する諸計画との調和を図りつつ、医療費及び介護
給付の適正化を推進します。

県民が安心できる医療体制の充実を図ります。 救急医療・周産期医療体制の充実を図ります。

健康寿命日本一を達成するとともに、
高齢者や障害者を含む誰もが健やかに暮らせる地域づくりを進めます。

県民が健やかに安心して暮らせる
地域医療・介護・福祉の総合的な取組の推進

主担部局：福祉医療部、医療・介護保険局、医療政策局

ならシニア元気フェスタ（橿原市）
（注）５段階評価

県民アンケート調査

医療及び福祉に対する県民の満足度（注）

満足度平均
福祉に対する県民の満足度
医療に対する県民の満足度

奈良県の医療費

平成35（2023）年

億円以内4,813
平成28（2016）年

億円4,619
目標

居宅で介護サービスを受ける
高齢者の割合

平成32（2020）年度

%84.0
平成28（2016）年度

%82.9
目標

医療機関に受入の照会を行った
回数が４回以上の割合

（重症患者の傷病者搬送事案）※

平成35（2023）年

%2.7
平成27（2015）年

%8.6
目標

奈良県総合医療センター・
西和医療センターにおける
院内がん治療件数（注）

平成29（2017）年度

件11,186
平成35（2023）年度

件13,400
目標

（注）院内がん治療件数…悪性新生物手術、外来化学治療、放射線治療（奈良県総合医療センター）の合計

2.00

2.50

3.00

3.50

3.01

2.97
2.95

2.982.922.872.89

2.802.73

2.892.88

2.752.67

2.84
2.73

2.622.682.70

2.822.78

2.842.84

（年度）
H20 H22H21 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H30H29

（ポイント）

※は数値の低い方が良くなる指標です。

県民が安全で安心して快適に暮らし続けられる
奈良県づくりを進めます。

※は数値の低い方が良くなる指標です。

奈良県全国
（　）は全国順位
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目指す姿

主な戦略と戦略目標

「安全・安心の確保のための奈良県基本計画」に基づき、包
括的・横断的な犯罪抑止や交通事故防止対策を推進し、日
本一安全で安心して暮らせる奈良県を実現します。

新型インフルエンザ等対策訓練や食品安全に関する情報
提供を行うなど、感染症や食の安全・安心確保、消費
者被害の防止の対策を将来にわたり推進します。

土砂災害警戒区域等の調査や建築物の耐震化等の
減災対策を推進します。

地域住民の防災・自助意識の向上を図るための訓練や
研修を実施するなど、地域の防災力を高めます。

目指す姿

主な戦略と戦略目標

生活排水対策をはじめ、３Ｒ（リデュース・リユース・リサイク
ル）や省エネ・節電等の取組を促進し、環境負荷を
低減します。

生活排水対策をはじめ、３Ｒ（リデュース・リユース・リサイク
ル）や省エネ・節電等の取組を促進し、環境負荷を
低減します。

奈良県植栽計画の推進と良好な都市・沿道景観の形
成に向けた取組により、奈良らしい景観づくりを
進めます。

奈良県植栽計画の推進と良好な都市・沿道景観の形
成に向けた取組により、奈良らしい景観づくりを
進めます。

岡崎川沿いの桜風景（安堵町）

奈良県緊急消防援助隊による被災地における救助活動
（平成30年７月豪雨・岡山県）

県民が安全で安心して快適に暮らし続けられる
奈良県づくりを進めます。

県民が安全で安心して快適に暮らし続けられる
奈良県づくりを進めます。

主担当部局：危機管理監 主担当部局：景観・環境局

地域防災力・消防救急体制の充実と
犯罪抑止及び交通事故防止対策の推進

平成31（2019）年度までに、県民アンケート調査における地域防災に対する
県民の満足度（地震、台風、火災などへの対策がしっかりしていること）を3.00ポイント
にします。また、犯罪抑止に対する県民の満足度（住民が犯罪に遭うことがなく、
その不安も感じることなく暮らせること）を高めます。

2.00

2.50

3.00

3.50

満足度平均
地域防災に対する県民の満足度
犯罪抑止に対する県民の満足度

地域防災及び犯罪抑止に対する
県民の満足度（注）

（ポイント）

（年度）
県民アンケート調査（注）5段階評価

H21H20 H22 H24H23 H25 H26 H27 H30H29H28

2.52

2.62 2.76 2.79
2.65 2.67 2.72

2.77 2.83 2.83
2.93 2.91

3.02 3.03 3.05 3.05 3.08
3.13 3.09 3.14

3.20 3.16

浸水常襲地域対策箇所の
減災対策実施率

平成31（2019）年度
%70

平成26（2014）年度
%52

目標

災害による死者数※

ゼロを目指す
平成30（2018）年度

人1
目標

食中毒の発生件数※

平成31（2019）年度
件以下10

平成25（2013）年度
件11

目標

交通事故死者数（注）※

平成27（2015）年
人46

目標

限りなくゼロ
（25人以下を目途）

平成33（2021）年

（注）交通事故死者数…交通事故発生から24時間以内に死亡した人数 ※は数値の低い方が良くなる指標です。

愛着と誇りの持てる「きれいな奈良県」の実現

平成32（2020）年度までに、県民アンケート調査における景観に対する県民
の満足度（自分の住む地域の景観や町並みが美しいこと）を3.50ポイントにします。

2.50

2.70

2.90

3.10

3.30

3.50

3.14
3.25

3.16 3.13
3.18 3.17 3.17 3.16 3.19

3.26
3.21

（年度）
県民アンケート調査

（ポイント）

（注）5段階評価

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

景観に対する県民の満足度（注）
（自分の住む地域の景観や町並みが美しいこと）

2.85
2.77

2.88
2.86

2.89 2.89
2.92

2.90
2.93 2.97 2.96

植栽計画着手エリア数（累計）

平成32（2020）年度
エリア56

平成26（2014）年度
エリア36

目標

中和幹線沿道における市町条例
規則に不適格な広告物の修景率

平成36（2024）年度
%100

平成29（2017）年度
%0

目標

大和川の環境基準達成率

平成32（2020）年度
%100

平成26（2014）年度
%85.7

目標

一般廃棄物最終処分量※

平成34（2022）年度
千トン46

平成27（2015）年度
千トン61

目標

※は数値の低い方が良くなる指標です。

満足度満足度平均
H30
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目指す姿

主な戦略と戦略目標

「安全・安心の確保のための奈良県基本計画」に基づき、包
括的・横断的な犯罪抑止や交通事故防止対策を推進し、日
本一安全で安心して暮らせる奈良県を実現します。

新型インフルエンザ等対策訓練や食品安全に関する情報
提供を行うなど、感染症や食の安全・安心確保、消費
者被害の防止の対策を将来にわたり推進します。

土砂災害警戒区域等の調査や建築物の耐震化等の
減災対策を推進します。

地域住民の防災・自助意識の向上を図るための訓練や
研修を実施するなど、地域の防災力を高めます。

目指す姿

主な戦略と戦略目標

生活排水対策をはじめ、３Ｒ（リデュース・リユース・リサイク
ル）や省エネ・節電等の取組を促進し、環境負荷を
低減します。

生活排水対策をはじめ、３Ｒ（リデュース・リユース・リサイク
ル）や省エネ・節電等の取組を促進し、環境負荷を
低減します。

奈良県植栽計画の推進と良好な都市・沿道景観の形
成に向けた取組により、奈良らしい景観づくりを
進めます。

奈良県植栽計画の推進と良好な都市・沿道景観の形
成に向けた取組により、奈良らしい景観づくりを
進めます。

岡崎川沿いの桜風景（安堵町）

奈良県緊急消防援助隊による被災地における救助活動
（平成30年７月豪雨・岡山県）

県民が安全で安心して快適に暮らし続けられる
奈良県づくりを進めます。

県民が安全で安心して快適に暮らし続けられる
奈良県づくりを進めます。

主担当部局：危機管理監 主担当部局：景観・環境局

地域防災力・消防救急体制の充実と
犯罪抑止及び交通事故防止対策の推進

平成31（2019）年度までに、県民アンケート調査における地域防災に対する
県民の満足度（地震、台風、火災などへの対策がしっかりしていること）を3.00ポイント
にします。また、犯罪抑止に対する県民の満足度（住民が犯罪に遭うことがなく、
その不安も感じることなく暮らせること）を高めます。

2.00

2.50

3.00

3.50

満足度平均
地域防災に対する県民の満足度
犯罪抑止に対する県民の満足度

地域防災及び犯罪抑止に対する
県民の満足度（注）

（ポイント）

（年度）
県民アンケート調査（注）5段階評価

H21H20 H22 H24H23 H25 H26 H27 H30H29H28

2.52

2.62 2.76 2.79
2.65 2.67 2.72

2.77 2.83 2.83
2.93 2.91

3.02 3.03 3.05 3.05 3.08
3.13 3.09 3.14

3.20 3.16

浸水常襲地域対策箇所の
減災対策実施率

平成31（2019）年度
%70

平成26（2014）年度
%52

目標

災害による死者数※

ゼロを目指す
平成30（2018）年度

人1
目標

食中毒の発生件数※

平成31（2019）年度
件以下10

平成25（2013）年度
件11

目標

交通事故死者数（注）※

平成27（2015）年
人46

目標

限りなくゼロ
（25人以下を目途）

平成33（2021）年

（注）交通事故死者数…交通事故発生から24時間以内に死亡した人数 ※は数値の低い方が良くなる指標です。

愛着と誇りの持てる「きれいな奈良県」の実現

平成32（2020）年度までに、県民アンケート調査における景観に対する県民
の満足度（自分の住む地域の景観や町並みが美しいこと）を3.50ポイントにします。

2.50

2.70

2.90

3.10

3.30

3.50

3.14
3.25

3.16 3.13
3.18 3.17 3.17 3.16 3.19

3.26
3.21

（年度）
県民アンケート調査

（ポイント）

（注）5段階評価

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

景観に対する県民の満足度（注）
（自分の住む地域の景観や町並みが美しいこと）

2.85
2.77

2.88
2.86

2.89 2.89
2.92

2.90
2.93 2.97 2.96

植栽計画着手エリア数（累計）

平成32（2020）年度
エリア56

平成26（2014）年度
エリア36

目標

中和幹線沿道における市町条例
規則に不適格な広告物の修景率

平成36（2024）年度
%100

平成29（2017）年度
%0

目標

大和川の環境基準達成率

平成32（2020）年度
%100

平成26（2014）年度
%85.7

目標

一般廃棄物最終処分量※

平成34（2022）年度
千トン46

平成27（2015）年度
千トン61

目標

※は数値の低い方が良くなる指標です。

満足度満足度平均
H30

17 18



目指す姿

主な戦略と戦略目標

平成33（2021）年度までに、再生可能エネルギーによる電力自給率を
22.0％にします。

緊急時のエネルギー対策を進めるとともに、
エネルギーをかしこく使うライフスタイル
を推進します。

緊急時のエネルギー対策を進めるとともに、
エネルギーをかしこく使うライフスタイル
を推進します。

環境にやさしいエネルギーの利活用による
地域活力の向上を図ります。

環境にやさしいエネルギーの利活用による
地域活力の向上を図ります。

企業誘致・販路拡大・起業促進・商品開発支援・
漢方生産拡大の推進

目指す姿

主な戦略と戦略目標

平成32（2020）年度までに、県内総生産（名目）を３兆7,000億円にアップ
します。

販路拡大、起業促進、商品開発支援、漢方生産
拡大を推進し、産業振興を図ります。

販路拡大、起業促進、商品開発支援、漢方生産
拡大を推進し、産業振興を図ります。

企業誘致・新たな産業用地の確保に向けた
取組を進めます。

企業誘致・新たな産業用地の確保に向けた
取組を進めます。

県内総生産（名目）

昭和工業団地周辺（大和郡山市）地域の人々が共同で製作した小水力発電のための木製水車（山添村）

奈良県経済の好循環を促進し、
働きやすく、良く学べる地域社会をつくります。

主担当部局：地域振興部 主担当部局：産業・雇用振興部

緊急時等にも強く、地域のエネルギー資源を使った
エネルギーのかしこい利活用

10.0

12.0

14.0

16.0

18.0

20.0

22.0
（％）

（年度）
総合エネルギー統計（資源エネルギー庁）

エネルギー政策課調べ

H26 H27 H28 H29

再生可能エネルギーによる電力自給率

再生可能エネルギーを活用した
地域コミュニティ活性化につながる取組

平成33（2021）年度
件６

平成29（2017）年度
件３

目標

水素ステーション設置箇所数

平成33（2021）年度
カ所1

平成29（2017）年度
カ所０

目標

非常用電源を整備している
避難所数

平成33（2021）年度
カ所587

平成29（2017）年度
カ所523

目標

FIT制度による再生可能エネルギー
設備容量

平成33（2021）年度
kW584,000

平成29（2017）年度
kW448,929

目標

470

480

490

500

510

520

530

540

33,000

34,000

35,000

36,000

37,000

38,000

39,000

40,000
529 532

奈良県全国
（　）は全国順位

38,551
（35位）

35,774
（38位）

H19H18 H21H20 H22 H23 H24 H26H25 H27

県民経済計算（奈良県）
国民経済計算（内閣府）

奈良県
（億円）

全国
（兆円）

（年度）

工場立地件数

平成31（2019）年～
平成34（2022）年の４年間

件100
平成23（2011）年～

平成26（2014）年の4年間

件103
目標

企業誘致により創出した雇用者数

平成31（2019）年～
平成34（2022）年の４年間

人1,000
平成23（2011）年～

平成26（2014）年の4年間

人947
目標

企業の販路拡大・商品開発支援件数

平成30（2018）年度～
平成32（2020）年度の３年間

件150
平成27（2015）年度～

平成29（2017）年度の３年間

件142
目標

起業家の輩出率
（ビジネスプランコンテストからの実創業率）

平成29（2017）年度～
平成31（2019）年度の３年間

%50
平成26（2014）年度～

平成28（2016）年度の３年間

%43 目標

県民が安全で安心して快適に暮らし続けられる
奈良県づくりを進めます。

（注）全国順位は公表されていないため記載していません。
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奈良県全国

16.4

18.0

19.7 20.3（注）

12.6

14.3 14.7
16.1


